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(57)【要約】
本発明は、複数のヒトまたは動物個体の身体的または精
神的活動および／または生理学的状態を表すデータの取
得および処理を可能にするシステムに関する。該システ
ムは、各個体に対して、単一の個々の電子ボックスの前
記の担体の身体的および／または生物学的活動に関連す
る身体的および／または生物学的値を測定しかつ情報を
送ることが可能ないくつかのセンサを含有するボックス
を備え、各電子ボックスはまた、前記個々のボックスか
ら収集されたデータを管理するためのデバイスと無線通
信する手段を提供されることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のヒトまたは動物個体の身体的または精神的活動および／または生理学的状態を表
すデータの取得および処理のためのシステムであって、各個体に対して、単一の個々の電
子ボックスの前記の担体の身体的活動に関連する身体的および／または生物学的値を測定
可能ないくつかのセンサを含有するボックスを備え、各電子ボックスはまた、前記個々の
ボックスから収集されたデータを管理するための遠隔管理デバイスと無線通信する手段を
提供されることを特徴とする、システム。
【請求項２】
　各個々の電子ボックスは、前記個体の空間移動を表す信号をリアルタイムで送達可能な
移動センサ（５）と、前記個体の少なくとも１つの生理学的値を表す信号を送達可能な少
なくとも１つの生理学的センサ（７）と、入力として、前記センサ信号を受信し、出力と
して、同期およびデジタル化された信号を送達するコンピュータと、前記同期およびデジ
タル化された信号を記憶するためのメモリと、を含有することを特徴とする、請求項１に
記載のシステム。
【請求項３】
　前記個々の電子ボックスと前記遠隔管理デバイスとの間の通信は、双方向であって、ま
た、情報または命令を各個々の電子ボックスに送信可能にすることを特徴とする、請求項
１または請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　受信される前記情報および／または命令は、前記個々の電子ボックスによって、音声メ
ッセージ、あるいは光、可聴、または電気信号の形式で再生されることを特徴とする、請
求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記遠隔管理デバイスは、各個々の電子ボックスとの前記無線通信の帯域幅をリアルタ
イムで調節するための手段を提供されることを特徴とする、請求項３に記載のシステム。
【請求項６】
　前記個々の電子ボックスと前記遠隔管理デバイスとの間の無線通信は、特に、ＧＳＭ式
の携帯電話通信ネットワークの手段によって行なわれることを特徴とする、請求項３に記
載のシステム。
【請求項７】
　前記個々の電子ボックスと前記遠隔管理デバイスとの間の無線通信は、特に、前記ジグ
ビー式の専用特化通信ネットワークによって行なわれることを特徴とする、請求項３に記
載のシステム。
【請求項８】
　また、前記個体の活動面積の周囲に分布される位置調整ビーコンを備え、それに対して
、各電子ボックスが、その瞬時位置を判定し、それを前記遠隔管理デバイスに伝送するこ
とを特徴とする、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記位置調整ビーコンは、前記個々の電子ボックスと前記遠隔管理デバイスとの間の通
信中継の機能を備えることによって、後者が前記個々の電子ボックスの直接通信範囲を超
える場合、前記個々の電子ボックスと前記遠隔管理デバイスとの間の無線通信の継続性を
確保することを特徴とする、請求項７に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記個々の電子ボックスおよび前記遠隔管理デバイスは、前記個々の電子ボックスと前
記遠隔管理デバイスとの間の通信パスを自動的に最適化可能な自動ルーティングおよび自
動適応無線通信ネットワークとして機能するように構成されることを特徴とする、請求項
７から９のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの移動センサ（５）は、加速度計と、ジャイロスコープと、磁力計
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と、圧力センサと、補償型加速度計と、補償型高度計と、補償型ジャイロスコープと、を
含む、一式のセンサから選定されることを特徴とする、請求項１から１０のいずれか１項
に記載のシステム（１）。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの移動センサ（５）は、前記ＧＰＳ式のビーコン、超音波ビーコン
と、超広帯域ネットワークに基づくビーコンと、前記ジグビー式の通信プロトコルに基づ
くビーコンと、を含む、一式の位置調整ビーコンから選定されることを特徴とする、請求
項１から１０のいずれか１項に記載のシステム（１）。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの生理学的センサ（７）ＥＣＧ－ＥＫＧ（心電計）心臓信号センサ
と、ＥＭＧ（筋電計）筋肉活動センサと、ＥＥＧ（脳波計）脳活動センサと、体温センサ
と、血圧センサと、内蔵式血液分析センサと、を含む、一式のセンサから選定されること
を特徴とする、請求項１から１０のいずれか１項に記載のシステム（１）。
【請求項１４】
　競馬場または馬術競技会場において、１頭以上のウマの身体的活動をモニタリングする
ために最適化され、各ウマに対して、四肢から離れて、その重心の近傍に固定され、各ウ
マの身体的活動に関連する身体的および／または生物学的値を測定可能ないくつかのセン
サを含有する単一の個々の電子ボックスを備え、各電子ボックスはまた、各個々の電子ボ
ックスから収集されるデータの管理のための遠隔デバイスと無線通信する手段を提供され
ることを特徴とする、請求項１から１３のいずれか１項に記載のシステム（１）。
【請求項１５】
　前記個々の電子ボックスは、ストラップによって、前記ウマの腹部下に固定されること
を特徴とする、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記移動センサ（５）は、三軸加速度計と、前記ウマの追跡記録走行を提供するＧＰＳ
センサと、を備え、前記生理学的センサ（７）は、前記ウマの心臓信号をリアルタイムで
供給する心電計を備えることを特徴とする、請求項１４に記載のシステム（１）。
【請求項１７】
　前記生理学的センサ（７）はまた、血液分析センサを備えることを特徴とする、請求項
１４に記載のシステム（１）。
【請求項１８】
　前記移動センサはすべて、単一の非変形性ボックス（３）内に設置されることによって
、前記ボックスの位置調整の際のいかなるドリフトによっても、前記移動センサのすべて
に対して、参照基準の変化に対応する同等ドリフトが生じ、基準の逆変化を適用すること
によって補正されることが可能であることを特徴とする、請求項１５に記載のシステム（
１）。
【請求項１９】
　運動場において、１人以上の運動選手の身体的活動をモニタリングするために最適化さ
れ、各選手に対して、各選手の身体的活動に関連する身体的および／または生物学的量を
測定可能ないくつかのセンサを含有する単一の個々の電子ボックスを備え、各電子ボック
スはまた、前記各個々の電子ボックスから収集されるデータを管理し、かつセンサボック
スのネットワークを管理するための遠隔管理デバイスと無線通信する手段を提供されるこ
とを特徴とする、請求項１から１３のいずれか１項に記載のシステム（１）。
【請求項２０】
　運動場またはホール等の区切られた場所において、運動選手をモニタリングするために
最適化され、前記個々の電子ボックス内に位置付けられる移動センサ（５）は、無線同期
デバイスに連結される少なくとも３つの超音波ビーコンを備え、各選手は、要求に応じて
（各ビーコンと前記センサとの間の距離またはこれらの距離間の差異）測定するための超
音波センサを提供されることによって、約５乃至１０Ｈｚの周波数によって、送信機すべ
てに対して、各選手の相対的位置を判定することを特徴とする、請求項１９に記載のシス
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テム（１）。
【請求項２１】
　屋外において、運動選手をモニタリングするために最適化され、前記個々の電子ボック
ス内に位置付けられる移動センサ（５）は、前記ＧＰＳ式のビーコンを備え、任意に、超
音波ビーコン、ジグビービーコン、または超広帯域ビーコンに連結されることを特徴とす
る、請求項１９に記載のシステム（１）。
【請求項２２】
　前記個々の電子ボックス内に位置付けられる生理学的センサ（７）は、心拍数計を備え
、その信号は、各個体の心拍数を求めるように処理されることを特徴とする、請求項１９
から２１のいずれか１項に記載のシステム（１）。
【請求項２３】
　ウェブ式の遠隔アプリケーションにデータを提供するために最適化され、特に、前記Ｇ
ＳＭ式の電話回線を使用して、前記センサ（５、７）から遠隔サーバへと前記データを伝
送するように適応され、前記遠隔ウェブサーバは、特定ウェブアプリケーションを実行す
る、請求項１から１３のいずれか１項に記載のシステム（１）。
【請求項２４】
　労働状況において、個体のストレスを検出するために最適化され、前記個々の電子ボッ
クス内に位置付けられる移動センサ（５）は、加速度計を備え、生理学的センサ（７）は
、心拍数計と、脳波計と、を備えることを特徴とする、請求項１から１３のいずれか１項
に記載のシステム。
【請求項２５】
　個体における高次生理学的試験のために最適化され、前記個々の電子ボックス内に位置
付けられる移動センサ（５）は、三軸加速度計と、磁力計と、圧力センサと、前記ＧＰＳ
式のジャイロスコープおよび位置センサと、前記ジグビーまたは超広帯域式の超音波セン
サとから選定される１つ以上のセンサを備え、生理学的センサ（７）は、筋電計と、少な
くとも１つの温度センサと、心電計ＥＣＧと、脳波計ＥＥＧとから選定される１つ以上の
センサを備え、前記センサ（５、７）はそれぞれ、少なくとも１つのチャネルを有するこ
とを特徴とする、請求項１から１３のいずれか１項に記載のシステム（１）。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、身体的または精神的活動の過程において、動物またはヒトであるかにかかわ
らず、広義における個体の生理学的データを取得および処理するためのデバイスに関する
。
【０００２】
　本発明が関連する第１の用途は、訓練またはレースの間、競走馬をモニタリングするも
のであるが、基礎データ取得および処理デバイスのある適応および変形を伴う他の用途も
、本発明の分野において想定されることを理解されたい。
【０００３】
　対象とされる別の用途は、個人または集団スポーツの練習が行なわれている時の運動選
手の身体的パフォーマンスをモニタリングするものである。
【０００４】
　対象とされる別の用途は、依然として、何ら制限的特性を伴うものではないが、特に、
労働関連的性質の心理的圧力またはストレスを被る個体の身体的、生理学的、および生物
学的パラメータをモニタリングするものである。
【０００５】
　したがって、本発明は、主に、競走馬の訓練のモニタリングに対するその用途に照らし
て記載されるが、本用途は、何ら制限的特性を有するものではない。
【背景技術】
【０００６】
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　従来技術
　競走馬の訓練およびモニタリングの分野では、ウマの自動訓練のためのデバイスが、特
許文献１から周知である。本デバイスによって追求される目的は、主に、ヒトの介入を伴
わずに、ウマを訓練可能にすることである。本目的のために、各ウマは、自動化された訓
練設備に個々に配置され、移動ベルト上、あるいはそれ自体、競走路の周囲に位置付けら
れたレール上、または「ウォーカー」とも称される巡回訓練装置内を移動する、仕切られ
た空間内を走行し得る。その訓練の間、ウマのパフォーマンスをモニタリングするために
、ウマの生理学的活動、特に、心臓、肺、および筋肉の活動に対応する種々の電気信号を
収集するように、電極が、ウマに設置される。
【０００７】
　本自動化されたデバイスは、競走路上の実際の条件下および騎手の存在下のウマの訓練
に対応せず、ヒトの監視をほとんど伴わず、ウマを訓練するという唯一の利点を有するこ
とが明白である。しかしながら、各ウマが仕切られた空間内を走行するため、実際のレー
ス条件と、ウマの生理機能および各瞬時のそのパフォーマンスに及ぼすその影響は、明ら
かにされ得ない。したがって、本デバイスは、例えば、直線またはカーブを走行している
場合、あるいは疲労状態で走行している場合等、ウマの移動中の異常の発現をモニタリン
グ不可能である。
【０００８】
　競走馬の訓練およびモニタリングの分野では、実際のレースまたは訓練状況における使
用に照らして、競走馬の設備を意図したより高度なシステムもまた、特許文献２から周知
である。本趣致のシステムは、ウマの身体上、特に、その脚またはその蹄上に分布された
いくつかの移動センサの固定に基づく。各センサは、動物の身体の一部上に設置され、関
連付けられる。次に、分布される種々のセンサは、同様にウマ上に配置されるルータを通
して、無線回線によって接続される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本システムは、いくつかの欠点を有する。
【００１０】
　実際、協働して機能し、リアルタイムで相互に通信しなければならない多数の構成要素
のために複雑である。加えて、現実的に存在する限り、実際的に実装することは、非常に
困難となるであろう。競走馬、特に、平地レース用として意図されるサラブレッドは、極
度に神経質かつ臆病である、または神経過敏さえあって、記載されるシステムによって必
要とされる種々の構成要素を装着するために辛抱させることは、考えられ難い。例えば、
そのようなウマの蹄上にセンサを配置する、またはそれらを除去することは、想像し難い
と考えられる。特に、訓練またはレースの間、そのパフォーマンスを比較するために、数
頭のウマに装着する場合、本困難性は、さらに増すであろう。
【００１１】
　それでもなお、本障害が克服され得ると仮定しても、また、受信される信号の質および
処理に関する主要な課題も提起される。競走馬の肢上に設置されるセンサが、その走行を
修正することによって、受信される信号は、対象とする精度および再現性の目的に反して
、解釈が困難となるであろう。
【００１２】
　加えて、例えば、障害物競争馬である場合、臑用ブーツによって、ウマの脚に固定され
るセンサは、少なくとも２自由度、すなわち、初期固定に対して、脚からの高度と、回転
度とに従って、反転位置を有する傾向にある。４本の脚の場合、８自由度を管理する必要
があり、センサを位置付ける際、累積誤差を生み出し、計算の精度に負の影響をもたらす
であろう。加えて、センサの逸脱移動を考慮するためのデジタル処理操作は、非常に多量
となり、必要とされる結果を得ることを不可能にする、または大幅な追加経費を必要とす
る。これらの欠点は、数頭のウマが同時にモニタリングされる場合、さらに高くつくであ
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ろう。
【００１３】
　さらに、他の用途の分野では、運動選手の生理学的パラメータをモニタリングするため
に専用に設計された製品が市販されているが、同様に、欠点を有する。特に、その取得シ
ステムは、単一測定ボックス内に、心拍数計および精密移動センサを含んでおらず、心臓
信号の完全曲線を描き、その必須パラメータを記述することができない。加えて、そのデ
ータ処理基準を伴う非常に特定通信プロトコルを併用するため、携帯用コンピュータ機器
の周辺機器として使用不可能である。
【００１４】
　最後に、周知の製品は、必要に応じて、例えば、スポーツチームのメンバーの生理学的
パラメータを同時にモニタリングするために、複数の担体によって使用するようには適応
されていない。
【００１５】
　発明の目的
　競走馬における特定の場合では、本発明の目的の１つは、従来技術の周知のシステムの
欠点を解決するために好適である、実装が容易な単純システムを提供することである。
【００１６】
　本発明の別の目的は、特に、ある筋肉、関節、または他の機能障害を判別することを目
的として、競走路上のその展開に従って、各ウマの疲労に従って、および競走路上のその
位置に従って、ウマまたはウマ集団のある生理学的パラメータの変化を示唆可能なシステ
ムを提供することである。
【００１７】
　概して、本発明の目的の１つは、結果として、ヒトまたは動物個体、あるいはそのよう
な個体群の身体的活動もしくは生理学的状態を表すデータを取得および処理するための信
頼可能なシステムを提供する。本システムは、各瞬時の信号自体を研究するだけではなく
、特に、各信号の展開を同期的に、結果として、各個体の身体的活動との相関関係におい
て、研究可能にするために、一方では、各個体の空間移動を表す信号をリアルタイムで送
達し、他方では、各個体の生理学的値を表す信号を送達しながら、各個体に関連する移動
信号が、高精度かつそれぞれの生理学的信号と同期されることを確保可能でなければなら
ない。対象とされる目的は、実際に、本システムのために、個体のそのような生理学的パ
ラメータが、その状況に従って、特に、地面上におけるその走行に従って、展開される方
法を示唆可能にすることである。
【００１８】
　本発明の別の目的は、リアルタイムまたは遅延時間において、取得されたデータを分析
可能にするために、ローカルおよび／または個体から遠隔において、ヒトまたは動物個体
の身体的活動を表す取得されたデータを記憶するためのシステムを提供することである。
【００１９】
　本発明の別の目的は、選択的に、近距離、中距離、または長距離であり得る、距離にわ
たって、個体の身体的活動を表す取得されたデータを信頼可能かつ迅速に伝送するための
システムを提供することである。
【００２０】
　本発明の別の目的は、競走路における競走馬のモニタリングから、運動場における個々
の運動選手または複数の運動選手のモニタリング、あるいは個体、特に、労働状況のモニ
タリングに及ぶ、種々の状況に容易に適応可能なシステムを提供することである。
【００２１】
　本発明の別の目的は、いくつかの個体のパフォーマンスを同時にモニタリングする一方
、また、個々のモニタリングの詳細レベルをリアルタイムで変動させる可能性をもたらす
ことを可能にするシステムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
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　競走馬または動物のモニタリングの分野では、対照的に（分析される各移動に対して可
能な限り近接して、すなわち、ウマの肢上にセンサを設置するように提供される、特許文
献２の教示と異なり）、本発明の原理の１つは、各ウマに対して、単一電子ボックス内に
いくつかの移動センサと、いくつかの生理学的センサと、を集中させることにあって、本
ボックスは、肢から離れた動物の身体上の点、好ましくは、動物の重心に近接して、位置
付けられることが意図され、前記単一ボックスは、動物の移動にいかなる影響も及ぼさな
いであろう。
【００２３】
　したがって、信頼可能かつ再現可能な移動信号が得られ、単一電子ボックス内のセンサ
によって測定された値に適用される適切な処理アルゴリズムによって、そこから動物の移
動に関する質の高い情報が抽出されるであろう。
【００２４】
　センサによって送信されるデータ上で行なわれるアルゴリズム的処理操作の結果をさら
に改善するために、センサボックスの位置調整は、ウマのレースまたは訓練の間、若干変
化する場合、使用されるセンサの位置調整を補正することが有用である。
【００２５】
　実際、移動センサを含有する電子ボックスの位置調整は、実際の制約のため、必然的に
、誤差を被る。したがって、分析または測定目的のために、データのいかなる使用の前に
も、本誤差を補正することが重要である。すべてのセンサが、単一非変形性ボックス内に
設置されているという事実は、誤差がすべてのセンサに対して同一であるであろうという
ことを認識可能にするが、これは、機械的に相互に一体式ではない、または特許文献２に
記載されるように、完全に独立している、いくつかの測定ボックスに基づく測定システム
には該当しない。
【００２６】
　そのような位置調整誤差は、完全な理論的位置調整に対する基礎参照座標系の変化に対
応し、したがって、逆基準変化をそれに適用することによって補正可能である。種々のセ
ンサ（加速度計、ジャイロスコープ等）によって送信される一連の測定間の相関を分析す
ることによって、基準変化マトリクスを計算後、本基準変化操作は、非相関の参照系によ
って行なわれる。
【００２７】
　概して、本発明の主題は、複数のヒトまたは動物個体の身体的活動を表すデータを取得
および処理するためのシステムであって、各個体に対して、ボックスの担体の身体的活動
に関連する身体的および／または化学的量を測定可能ないくつかのセンサを含有する単一
の個々の電子ボックスを備え、各電子ボックスはまた、個々のボックスから収集されるデ
ータを管理するための遠隔デバイスと無線通信する手段を提供されることを特徴とする。
【００２８】
　好ましくは、各個々の電子ボックスは、個体の空間移動を表す信号をリアルタイムで送
達するように適応された移動センサと、個体の少なくとも１つの生理学的量を表す信号を
送達可能な少なくとも１つの生理学的センサと、入力として、センサから信号を受信し、
出力として、同期およびデジタル化された信号を送達するコンピュータと、期およびデジ
タル化された信号を記憶するためのメモリと、を含有する。
【００２９】
　移動信号および生理学的信号を同期化する手段は、入力として、センサから信号を受信
し、適応された伝送手段によって、出力として、ローカル受信機内に位置するローカルメ
モリまたは遠隔受信機内に位置する遠隔メモリに、同期化された信号を送達する、コンピ
ュータを備える。
【００３０】
　本構造のおかげで、本発明によるシステムは、生理学的データを個体の対応する移動に
結びつけることが可能となる。
【００３１】
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　特に、競走馬の場合、例えば、競走路におけるウマの実際の位置および既に行われた労
作に従って、筋肉疲労の状態の展開をモニタリングし、したがって、筋肉疲労または移動
における異常の発現を検出可能となる一方、特に、直線およびカーブにおけるレース段階
を分離可能である。
【００３２】
　数頭のウマに、同時に、個々の電子ボックスを装着し、それらを遠隔管理デバイスによ
って同期化することは、すべての個体センサボックスに対応する一種の集合センサを有す
ることを可能にし、数頭のウマ、またはより一般的には、いくつかの個体の生理学的パラ
メータを同時に取得および処理可能にする。
【００３３】
　好ましくは、個々の電子ボックスと遠隔管理デバイスとの間の通信は、双方向であって
、また、各個々の電子ボックスに情報または命令を送信可能にする。
【００３４】
　加えて、可聴または音声メッセージの形式として、個々の電子ボックスによって再生さ
れる情報および／または命令の提供を可能にするが、視覚的形態によって、電気パルスの
発生によって、機械的振動によって、またはその他によって等、他の再生手段も予測され
得る。
【００３５】
　これらの特徴は、集団スポーツのモニタリングの場合、特に、有利である。チーム内の
選手のすべてのセンサは、仮想集合センサの形式を構成する。実際、各選手の移動および
位置情報または生理学的情報は、トレーナのディスプレイおよび管理デバイスによって、
リアルタイムで受信され、次いで、状況を全体的に把握し、決定を行なう、または適宜個
体に命令を与えることが可能である。
【００３６】
　有利には、遠隔管理デバイスは、各個々の電子ボックスとの無線通信の帯域幅をリアル
タイムで調節するための手段を提供される。したがって、遠隔管理デバイスのユーザ、典
式的には、トレーナは、チーム内のそのような選手の身体的活動に焦点を当てる、または
拡大することを可能にするであろう。
【００３７】
　これらの拡大効果は、遠隔管理デバイスと対象の個体ボックスとの間の通信に対して、
より瞬時の帯域幅を必要とするため、遠隔管理デバイスから、各個々の電子ボックスとの
通信に割り当てられる帯域幅を変動可能にすることが有用となるであろう。
【００３８】
　考えられる形態の１つとして、個々の電子ボックスと遠隔管理デバイスとの間の無線通
信は、特に、ＧＳＭ式の携帯電話通信ネットワークを使用して達成される。
【００３９】
　代替として、個々の電子ボックスと遠隔管理デバイスとの間の無線通信は、特に、ジグ
ビー式の専用自動通信ネットワークによって行なわれる。
【００４０】
　地面における個体の位置をモニタリングすることが必要な場合、本発明によるシステム
はまた、個体の活動面積の周囲に分布される位置調整ビーコンを備え、それに対して、各
電子ボックスは、その瞬時位置を判定し、遠隔管理デバイスにそれを伝送する。
【００４１】
　個々の電子ボックスと遠隔管理デバイスとの間の通信中継機能を備えることによって、
後者が個々の電子ボックスの直接通信範囲を超える場合、個々の電子ボックスと遠隔管理
デバイスとの間の無線通信の継続性を確保する、位置調整ビーコンの提供を可能にする。
【００４２】
　理想的には、個々の電子ボックスおよび遠隔管理デバイスは、個体の移動に従って、個
々の電子ボックスと遠隔管理デバイスとの間の通信パスを自動的に最適化可能な自動ルー
タおよび自動適応無線通信ネットワークとして機能するように構成される。
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【００４３】
　個体の性質およびその身体的活動に従って、捕捉される移動信号および生理学的信号の
全部または一部をその場で使用することが有用である場合があるが、また、リアルタイム
または遅延時間においてであるかにかかわらず、ある距離を置いて、これらの信号を使用
することが有用である場合もある。結果として、本発明によるシステムは、受信された信
号を記憶および処理するためのローカルまたは遠隔記憶装置に、移動信号あるいは生理学
的信号を伝送するための手段を備える。
【００４４】
　その用途に照らして、システムに対して採用されるアーキテクチャに従って、センサに
よってローカル受信機および／または遠隔受信機に送信されるデータは、いくつかの方法
で伝送可能である。
【００４５】
　第１の実施形態によると、伝送手段は、典式的には、数メートルの短距離無線回線によ
って、ローカル受信機に連結され、したがって、本無線回線は、特に、ブルートゥースま
たはジグビー式である。
【００４６】
　別の実施形態によると、伝送手段は、典式的には、約数１００メートルの中距離無線回
線によって、遠隔受信機に連結され、本目的に対して、ジグビー式の接続もまた、好適で
ある場合がある。伝送されるデータは、任意に、ネットワークの範囲を拡張するジグビー
ルータによって中継されてもよい。
【００４７】
　ローカル受信機と中央サーバと関連付けられた遠隔受信機との間の長距離伝送を使用す
る別の実施形態によると、ローカル受信機は、長距離無線回線、特に、ＧＳＭ式または同
等の無線携帯電話ネットワークによって、遠隔受信機に連結される。
【００４８】
　有利には、コンピュータは、移動センサおよび生理学的センサによって送信されるデー
タおよび／またはこれらのデータのグラフィック表現を表示するためのディスプレイ手段
と関連付けられる。
【００４９】
　本発明によるシステムは、分析される実際の活動に従った優れた柔軟性をもたらす。本
柔軟性は、特に、使用可能な種々の移動センサおよび生理学的センサに基づく。
【００５０】
　有利には、移動センサは、加速度計、ジャイロスコープ、磁力計、または圧力センサか
ら成る一式のセンサから選定される。
【００５１】
　代替として、または加えて、移動センサは、ＧＰＳ式（衛星利用測位システムを意味す
る）のビーコン、超音波ビーコン、超広帯域ネットワークに基づくビーコン、またはジグ
ビー式の通信プロトコルに基づくビーコンを含む、一式の相対的位置調整ビーコンから選
定される。
【００５２】
　本発明によると、生理学的センサは、ＥＣＧ－ＥＫＧ心臓信号センサ、ＥＭＧ筋肉活動
センサ、ＥＥＧ脳活動センサ、体温センサ、血行センサ、および内蔵式血液分析センサを
備える、一式のセンサから選定される。
【００５３】
　競走馬のモニタリングの場合、本システムは、好ましくは、移動センサおよび生理学的
センサが、特に、ブルートゥースまたはジグビー式の短距離伝送によって、携帯端末式ま
たは携帯電話式の端末の形式として、ローカル受信機に連結されるように構成される。し
たがって、騎手は、レースおよび／または訓練の間、ウマのある生理学的パラメータをリ
アルタイムでモニタリングし、あるいはさらに適宜ウマのペースを適応させることが可能
である。
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【００５４】
　変形例では、移動センサおよび生理学的センサボックスは、特に、グビー式の約３００
メートルの中距離伝送によって、表示処理手段２３、例えば、パーソナルコンピュータに
接続された遠隔端末に連結される。本遠隔受信端末は、特に、モニタリングされる運動選
手または運動選手のチームのトレーナによって使用され、個体センサボックスとの双方向
通信の手段を有することによって、そこに情報または命令を伝送可能である。
【００５５】
　別の変形例では、移動センサおよび生理学的センサは、特に、ＧＳＭ式のいずれかの範
囲の伝送によって、遠隔サーバに連結される。
【００５６】
　競走馬のモニタリングの場合に使用される移動センサは、例えば、三軸加速度計、ウマ
の移動路を提供するためのＧＰＳセンサを備え、生理学的センサは、ウマの心臓信号をリ
アルタイムで供給する心電計を備える。任意に、生理学的センサはまた、特に、血液分析
センサを備えることも可能である。センサボックスは、ストラップによって、ウマの腹部
下に固定される。加えて、すべての移動センサは、単一非変形性ボックス内に設置される
ことによって、ボックスの位置調整におけるいかなる変化も、すべての移動センサに対し
て、逆基準変化を適用することによって補正可能な参照基準の変化に対応する同等変化を
もたらすであろう。
【００５７】
　本発明の特徴および利点は、付随の図面の詳細な説明を熟読することによって明らかと
なるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明によるシステムの概略機能フロー図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００５９】
　図１を参照する。本図では、本発明によるシステム１の機能フロー図が示される。
【００６０】
　本システム１は、第１に、その移動パラメータおよびある生理学的パラメータのモニタ
リングが所望される各個体に対して、移動信号および生理学的信号を取得するための電子
ボックス３を備える。本ボックス３は、少なくとも１つの移動センサ５と、少なくとも１
つの生理学的センサ７と、を備える。これらのセンサは、同一ボックス内にともに群化さ
れ、個体上のボックスの好適な場所と組み合わせて、捕捉される信号の誤差を最小限にす
る。それらは、典式的には、短距離のケーブル回線または無線回線によって、ローカル前
処理装置９に接続され、その場合、センサは、自動電力供給される。そうではない場合、
センサは、取得ボックス３の一体部分を形成し、また、装置９および無線伝送装置１３に
も電力供給する共通電源１１によって、電力供給されることが可能である。センサの出力
は、ある距離を置いて、センサによって送信される信号を伝送する無線伝送装置１３に接
続される。
【００６１】
　以下に詳述されるセンサの性質に従って、取得ボックス３上において、センサによって
送信されるあるパラメータをローカルに取得するために、処理装置９内において、センサ
５、７によって送信されるアナログまたはデジタル信号のローカル前処理を行なうことは
、有用である場合がある。この場合は、センサ５、７の出力ではなく、むしろ、伝送装置
１３に接続される処理装置９の出力である。
【００６２】
　伝送装置１３は、特に、ブルートゥースまたはジグビー式の短距離無線回線１５によっ
て、特に、センサによって送信される移動パラメータおよび生理学的パラメータをローカ
ルに受信および表示する、ローカル受信機１７に、またはシステムのユーザに理解可能に
するために、既にある程度同期化された移動情報および生理学的情報を有することが有用
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である、処理装置９に接続されることが可能である。
【００６３】
　したがって、本発明の有利な実施形態では、ローカル受信機１７は、特に、センサによ
って送信される情報のリアルタイム表示のための能力と、特に、記憶および処理能力と、
を有する、ＰＤＡ（携帯端末）式または携帯電話式の携帯用通信ボックスによって形成さ
れるであろう。本構成は、競走馬をモニタリングする場合、騎手は、そのウマの生理学的
パラメータをローカル受信機上でリアルタイムに表示可能であるため、特に、有用である
。
【００６４】
　本発明によると、また、リアルタイムまたは遅延時間においてであるかにかかわらず、
記憶し、より詳細に処理するために、より長距離におけるセンサによって送信されるデー
タを伝送することも有用である場合がある。
【００６５】
　本目的のために、本発明は、中距離無線回線１９ａによって、センサボックス３の伝送
装置１３を遠隔受信機２１に接続するように提供される。
【００６６】
　変形例として、または加えて、特定用途の要件に従って、中または長距離無線回線１９
ｂによって、遠隔受信機２１へのローカル受信機１７の接続を提供することが可能である
。
【００６７】
　したがって、競走馬のモニタリングの特定の場合では、騎手は、ローカル受信機１７に
よって、活動の中心部において、利用可能な情報を有することが可能となるが、訓練所も
、無線回線によりセンサボックス３またはローカル受信機１７に接続される遠隔受信機２
１によって、競走路の隅において、同一情報またはさらに完全な情を有することが可能と
なる。
【００６８】
　必然的に、センサボックス３を装着している個体によって送信される移動データおよび
生理学的データを十分に使用するために、遠隔受信機２１は、好ましくは、例えば、パー
ソナルコンピュータから成り得る、処理および表示ステーション２３に接続される。
【００６９】
　捕捉および分析を対象とする生理学的量は、生理学的センサ７によって、直接採取され
ることに留意されたい。移動センサ５に関しては、これらは、単に、移動量および生理学
的量を取得するそのタスクに特化したセンサボックス３上に位置する。しかしながら、ま
た、例えば、ＧＰＳ（衛星利用測位システム）式またはその他の位置調整ビーコンのネッ
トワーク等、個体に対して外部の絶対的位置調整ビーコンのネットワーク２５を参照して
、個体の空間移動をモニタリングすることも必要である場合がある。この場合、センサボ
ックス３の伝送装置１３もまた、無線回線２７によって、位置調整ビーコンのネットワー
ク２５に接続されるであろう。
【００７０】
　電子取得ボックス３およびそれらが使用するセンサについて、以下に詳述される。
【００７１】
　各個々の電子ボックスは、個体上で精密な測定を行なう。これらの測定は、以下のよう
なものである。
－絶対的位置調整システム（例えば、式）または相対的位置調整システム（例えば、固定
場所に位置するビーコンに対する位置の三角測量によって）によって行なわれる、位置測
定。
－三軸加速度計、および／または三軸ジャイロスコープによって行なわれる、移動測定。
これらは、それらを装着している個体の空間移動を考慮する。
－ＥＫＧセンサによって行なわれ、心臓信号を捕捉し、そこから、例えば、任意の時間に
おける運動選手の心拍数（例えば、何らかの異常を検出するため）等、ある特性パラメー
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タを推測する、心臓測定。
【００７２】
　これらすべてのセンサは、それ自体周知であって、結果として、詳細な説明の主題とは
ならないであろう。
【００７３】
　また、ボックス３は、短距離、中距離、または長距離無線回線（１ｋｍ超であってもよ
い）によって、情報を伝送する。各ボックス３は、それ特定の受信機または共通受信機に
接続されることが可能である。第１の場合（ボックス当たり１受信機）、ボックスのそれ
ぞれから発せられるデータは、次いで、ステーション２３と関連付けられた遠隔受信機２
１等のコンピュータ処理、表示、および記憶システムに集中化される。第２の場合（すべ
てのボックスに対して共通受信機）、データは、受信されたメッセージの起点を識別可能
な単一受信ボックスに伝送され、コンピュータ処理、表示、および記憶システムにそれら
を伝送する。本コンピュータ記憶システムは、
－双方向モニタリングスクリーン上に、その環境における個体（ウマ、運動選手等）の位
置と、それらに関する個々および集団情報をリアルタイムで表示し、
－その後の使用、特に、個体のその後の分析および長期間のために、データを記録し、
－リアルタイムまたはその後、以前に定義された基準に従って、装着された個体に関する
個人または集団情報を分析する。
【００７４】
　本発明によるシステムの手段によるパフォーマンスの手段による遅延時間における分析
は、本出願人によって既に経験されており、ウマの分野において、十分に作用する。他の
種類の個体の身体的活動のモニタリングの改善および他の個々または集団訓練のためにも
、容易に適応されることが可能である。
【００７５】
　本発明を実装するために使用可能な移動センサおよび生理学的センサの実施例について
、以下に挙げる。
【００７６】
　システム内に存在するセンサは、２種類（移動センサおよび生理学的センサ）に分割す
ることが可能である。
【００７７】
　移動センサとして、以下がある。
－加速度計：従来技術において周知であって、方向（ｎ＝１、２、または３）における加
速度の把握を可能にする。
－ジャイロスコープ：従来技術において周知であって、ｎ回転軸に従った身体の回転速度
の把握を可能にする。
【００７８】
　加速度計は、加速度の積分である、位置および速度の判定は不可能である。ジャイロス
コープは、回転速度の積分である、実角度の判定は不可能である。いずれの場合も、積分
定数を判定する必要がある。本目的のために、以下の他の移動センサが使用される。
－磁力計：従来技術において周知であって、局所的に存在する（可能性として、地）磁界
の方向に対する角度の取得を可能にする。
－圧力センサ：従来技術において周知であって、固定高度における一定の周囲圧力を考慮
して、高度および深度の変動の測定を可能にする。
【００７９】
　また、ビーコン位置調整システムによって、個体の空間移動をモニタリングすることも
可能であって、その中には、いくつかの可能性を提供可能とするものもある。
－ＧＰＳビーコン：従来技術において周知であって、地球参照座標系に対して、センサ位
置（したがって、微分によってその速度）の取得を可能にする。これらは、比較的に精密
ではなく（精度は、通常モードで約１０ｍ、差動モードで２ｍ）、低取得周波数（１－５
Ｈｚ）を有する。



(13) JP 2011-522569 A 2011.8.4

10

20

30

40

50

－超音波ビーコン：従来技術において周知であって、超音波送信機が配置される小環境（
数１００メートル）内において、精密な位置調整（１ｃｍ）を可能にする。
－超広帯域ビーコン：従来技術において周知であって、送信機が配置される小環境（数１
００メートル）内において、まずまず精密な位置調整（１０ｃｍ）を可能にする。
－通称ジグビービーコン：従来技術においてあまり周知ではなく、まずまず精密な位置調
整を可能にするが、ビーコンとして、データ伝送のためにも使用されるジグビー通信プロ
トコルを用いる通信ネットワークを使用する。
【００８０】
　ビーコンシステムは、選択されるシステムに依存する、但し、比較的に低（最大約数１
０Ｈｚ）周波数によって、位置の把握を可能にする（選択されるシステムに応じた精度に
よる）。
【００８１】
　移動のモニタリングをさらに改善するために、本発明は、取得ボックス３内において、
ある移動センサを連結するように提供される。それらは、以下のようなものである。
－加速度計とビーコン位置センサとの連結：高サンプリング周波数（１ｋＨｚ以上）によ
って、位置に関する精密な情報の取得を可能にする。加速度計データは、１回または２回
積分され（速度または位置を求めるために）、センサに対する補正値による偏差または誤
った積分定数が、位置調整システムによって補正される（絶対的位置または速度を与える
）。これは、補償型加速度計として後述される。
－加速度計と圧力センサとの連結：高サンプリング周波数（１ｋＨｚ以上）によって、高
度または深度に関する精密な情報の取得を可能にする。加速度計データは、２回積分され
、偏差が、圧力センサによって補正される（絶対的高度を与える）。これは、補償型高度
計として後述される。
－ジャイロスコープと磁力計との連結：センサの角度に関する非常に精密な情報（＜１o

誤差）および高周波数（１ｋＨｚ）の取得を可能にする。原理は、上述と同一であって、
ジャイロスコープデータは、１回または２回積分され、偏差が、磁力計によって補正され
る。これは、補償型ジャイロスコープとして後述される。
【００８２】
　本発明によると、生理学的センサは、上述の移動センサのうちの１と関連付けられるこ
とによって、個体の空間移動を表す値をその対応する生理学的活動を記述する値の一部と
正確に関連付けることが可能である。
【００８３】
　生理学的センサとして、以下が挙げられる。
－心電計（ＥＣＧまたはＥＫＧ）：従来技術において周知であって、心臓の鼓動に関連す
るＥＣＧ信号の取得を可能にする。いくつかのチャネルを有する場合があり、各チャネル
は、電極を使用するが、すべてのチャネルに対して共通接地電極を追加する必要がある。
その取得が高周波数（＞５００Ｈｚ）で達成されることによって、信号を微細に観察可能
である。
－筋電計（ＥＭＧ）：従来技術において周知であって、筋肉の電気活動を分析する。また
、取得は、高周波数（＞５００Ｈｚ）で行なわれる。
－脳波計（ＥＥＧ）：従来技術において周知であって、脳の電気活動を分析する。取また
、取得は、高周波数（＞５００Ｈｚ）で行なわれる。
－温度センサ：従来技術において周知であって、温度を測定する。試験の間、個体の身体
上の種々の点において温度を測定するために、これらのうちのいくつかの使用を可能にす
る。上述の取得または処理システム１の一般的アーキテクチャは、各特定用途に従って、
当業者の能力内におけるいくつかの適応によって、多数の用途状況において、個体の活動
をモニタリングするために好適である場合がある。
【００８４】
　システム１のいくつかの特定用途および対応する適応について、記載する。
【００８５】
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　したがって、上述の移動センサおよび生理学的センサは、行なわれる試験の種類に従っ
て、相互に好適に連結可能であって、そのいくつかの実施例が、後述される。
【００８６】
　歩行測定試験：本種の試験は、実状況における労作の間、個々の機械的特性を判定する
ことを目的とする。本試験は、本発明に照らして、競走馬の場合、移動パラメータおよび
生理学的パラメータのモニタリングならびに分析に特に、有用である。これは、補償型ま
たは非補償型の１つ以上の移動センサから構成される集合センサの使用を必要とする。セ
ンサは、試験される数頭のウマ間のパフォーマンスまたは既に以前に記録されたパフォー
マンスの比較として、リアルタイムあるいは遅延時間において分析するために、コンピュ
ータデータ表示および記録端末と通信する。また、集合センサによって、監督者は、１個
体に焦点を当てることが可能となり、特に、その診断を精緻化する。
【００８７】
　移動センサは、高周波数において、本移動に関連するデータを記録し、信号処理方法お
よびアルゴリズム（本明細書には記載されない）によって、移動の特性、そして可能性と
して、それに関連する課題を露顕させる。
【００８８】
　ウマに対する用途の場合、各移動センサは、三軸加速度計と、ウマの追跡記録走行を提
供するＧＰＳセンサと、ウマの心臓信号をリアルタイムで提供する心電計と、を備える。
上述の１つに連結されるＥＭＧ式の生理学的センサの使用によって、対象の機械的特性お
よび課題に加え、その筋肉特性および課題を検出可能となる。
【００８９】
　加えて、補償型移動センサの使用は、測定の精緻化のために非常に着目されており、実
際、数秒の時間尺度まで、移動をより正確に把握可能にする。本情報は、全体的移動にお
ける対象の歩行機能の高頻度測定特性を相関させることを可能にする。これは、対象が特
性的移動（例えば、カーブ、上り坂、または下り坂等）に伴って移動する段階の際の歩行
課題等の現象の露顕を可能にする。
【００９０】
　労作、耐久力、または移動試験
　本種の試験は、所与の労作試験に照らして、個体の潜在性を判定することを目的とする
。
【００９１】
　一般に、生理学的センサに連結される、補償型加速度計と、任意に、ジャイロスコープ
（任意に、補償型である）と、を用いる移動センサが、使用される。高周波数で記録され
る、上述の歩行測定「マイクロ」データとは別に、これらの試験の利点は、より低周波数
（典式的には、１乃至５Ｈｚであって、無線伝送のために必要な帯域幅を制限する）にお
いて、より総合的「マクロ」データを生成し、試験の間、ある生理学的および歩行測定パ
ラメータの展開を特性化可能にすることである。したがって、一例として、心臓信号の分
野では、マイクロデータ項目は、時間の関数としての心臓信号全体から成り、マイクロデ
ータ項目によって送信されるマクロデータ項目は、１分当たりの鼓動の心拍数から成るで
あろう。
【００９２】
　使用されるセンサは、歩行測定試験のものであるが、但し、その加速度または瞬時の回
転速度のみではなく、速度または対象が追従する経路等のデータを把握するために、補償
型センサの使用が必須である。規則的間隔（約１Ｈｚの周波数）において、特定の外部温
度条件下における対象の温度に関する追加情報取得するための１つ以上の温度センサ、試
験（例えば、耐久力試験）の間の脳活動の展開を記録するための脳波計ＥＥＧ等、他のセ
ンサを追加することも可能である。
【００９３】
　特に、処理装置９による、ＥＣＧ、ＥＭＧ、ＥＥＧ「マクロ」データ、および個体の移
動を記述するデータの整合は、特に、労作試験の間の所与の単離労作に対応する筋肉およ
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び心臓活動、労作後の回復時間（回復試験）、心拍数と筋肉および脳活動の変化、ならび
に長時間試験（耐久力試験）の間またはいくつかの対象を伴う活動（集団スポーツ等）状
況における移動の特性等、情報と結びつけられた関連性を求めることを可能にする。
【００９４】
　ストレスの測定等の高次生理学的試験
　本種の測定は、ストレス状況における対象の挙動を特性化することを目的とする。これ
は、任意に、移動センサ（非補償型）と連結される、ＥＣＧおよび／またはＥＥＧ式のセ
ンサの使用を必要とする。本アセンブリは、対象がストレス試験に曝露されている場合の
緊張およびストレスによる、心拍数ならびに移動の展開を観察可能にする。本目的のため
に、本発明によるシステムは、三軸加速度計、磁力計、圧力センサ、ジャイロスコープ、
およびＧＰＳ式、ジグビー式の超音波センサ、または超広帯域式の位置センサから選定さ
れる少なくとも１つの移動センサと、筋電計、少なくとも１つの温度センサ、心電計ＥＣ
Ｇ、および脳波計ＥＥＧから選定される少なくとも１つの生理学的センサと、を備えるよ
うに適応される。好ましくは、センサはそれぞれ、少なくとも１つのチャネルを有する。
【００９５】
　したがって、上述のセンサボックスによって行なわれる生理学的試験は、特に、消防士
または警察官等、危険に曝されている一連の仕事におけるストレスの管理に特に適応され
る。
【００９６】
　スポーツホールまたはグラウンド等の区切られた空間内における運動選手のモニタリン
グ
　また、本発明によるシステムは、本種の用途に適応されることが可能である。
【００９７】
　本システムは、監督者（トレーナまたはその他）が、コンピュータ端末上において、例
えば、地上の位置、疲労の状態、進行距離、測定時の身体的特性、身体的特性の履歴等、
その選手に関連するデータを表示、記録、および再生可能である集合センサとして使用さ
れる。
【００９８】
　また、監督者は、任意の時間において、特定の個体に関する測定を精緻化することを選
択することによって、その個体に関する微細分析またはリアルタイム医療診断を実行可能
である。この場合、集合センサは、そのデータふろーに自動的に適応することによって、
着目個体からより多くの情報を得る。
【００９９】
　移動センサは、無線同期デバイスに連結される少なくとも３つの超音波ビーコンを備え
、各選手は、各ビーコンとセンサとの間の距離（したがって、センサは、送信機との無線
同期を必要とする）またはこれらの距離間の差異（したがって、センサは、送信機との同
期を必要としないが、行なわれる処理操作は、より複雑である）等、必要に応じて測定す
るための超音波センサを提供されることによって、約５乃至１０Ｈｚの周波数を伴うすべ
ての送信機に対して、各選手の相対的位置を判定する。
【０１００】
　運動選手が、屋外を移動する場合、本システムは、移動センサが、任意に、超音波ビー
コン、ジグビービーコン、または超広帯域ビーコンに連結される、ＧＰＳ式のビーコンを
備えるように適応される。
【０１０１】
　両方の場合、生理学的センサは、心拍数計を備え、その信号は、各選手の心拍数を求め
るように処理される。
【０１０２】
　ウェブ式の遠隔アプリケーションへのデータの供給
　また、本発明によるシステムは、本種の用途に適応可能である。この場合、一式の取得
ボックスと、監視および記録装置と、から成る集合センサからのデータは、ＧＳＭ式（携
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帯電話）の回線を使用して、遠隔サーバに伝送される。次いで、それらは、データベース
内に記憶されることによって、例えば、インターネット上のソーシャルネットワークまた
は同等物等の特定ウェブアプリケーションによって使用される。遠隔ウェブサーバは、特
定アプリケーションアルゴリズム（本明細書には記載されないが、当業者の能力内である
）に従って、データを処理する。
【０１０３】
　本発明の利点
　本発明によるシステムの利点は、柔軟、かつ競走馬のパフォーマンスのモニタリング、
あるいはヒトの活動、スポーツ、またはその他のモニタリング等、いくつかの種類の用途
に容易に適応可能なセンサプラットフォームを提供することである。本システムは、特に
、単一電子ボックス内に、移動センサと、心拍数計と、を含み、究極的には、必要に応じ
て、いくつかの追加センサを含むことが可能である。
【０１０４】
　競走馬の移動パラメータのモニタリング等のいくつかの用途では、本発明によって提供
されるように、単一電子ボックスをウマの腹部下に固定および設置することは、特に、最
終結果のために重要であって、そこから、例えば、脚の関節に対して、課題の存在および
場所に関する情報を抽出するために、信号、特に、ウマの移動に関連するデータの処理を
大幅に簡素化する。
【０１０５】
　センサボックスは、携帯電話周辺機器、ＰＤＡ、または標準的コンピュータ端末として
機能し、専用受信機の購入を回避する。
【０１０６】
　本システムの使用は、従来より遥かに高レベルの精度および詳細を伴って、移動データ
および対応する生理学的データの提供および分析を可能にし、特に、競走馬あるいは集団
または個人スポーツを練習する運動選手の訓練を最適化する。
【０１０７】
　特に、競走馬の場合、例えば、競走路におけるウマの実際の位置および既に行なわれた
労作に従って、同時に同様の労作を行なう他のウマと比較して、筋肉疲労の状態の展開を
モニタリングし、したがって、筋肉疲労または移動中の異常の発現を検出可能となる一方
、特に、直線およびカーブにおけるレースの段階を分離可能である。
【０１０８】
　データの取得は、無線回線（例えば、ブルートゥースまたはジグビー）を備えた携帯電
話式の端末、ＰＤＡ、ＰＣノードブック、またはコンピュータ上において、無線形態で行
なわれることによって、動物または個体の移動に干渉しない。
【０１０９】
　本システムの長所は、主に、個体のパフォーマンスに関する精密かつ完全な情報（生体
力学、心臓学、および移動）の回収、個別および集合的に（ローカルまたはある距離を置
いてであるかにかかわらず）、リアルタイムでの本情報の展開の表示、比較、および分析
、ならびに個体の長期間モニタリングの可能性（その集団および個々のパフォーマンスを
最適化することを可能にする）である。
【０１１０】
　センサボックスと遠隔管理デバイスとの間の自動的かつ動的調節の可能性は、チーム内
の個人の身体的活動に焦点を当てることを可能にする。
【０１１１】
　また、本発明は、ヒトまたは動物の生体力学的および生理学的パフォーマンスの高次技
術評価の実行も可能にする。
【符号の説明】
【０１１２】
　１　システム
　３　ボックス
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　５　移動センサ
　７　生理学的センサ
　９　ローカル前処理装置
１１　共通電源
１３　無線伝送装置
１５　短距離無線回線
１７　ローカル受信機
１９ａ　中距離無線回線
１９ｂ　長距離無線回線
２１　遠隔受信機
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１１３】
【特許文献１】国際公開第０１／９７６０６号
【特許文献２】米国特許出願公開第２００７／０１３０８９３号明細書

【図１】
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